






















































































第 2章　BGB447条 1 項の検討







































第 2節　BGB447条 1 項の沿革







































































第 3節　BGB447条 1 項の正当化理由の検討

















































































































































































　通説に対して、第三地から発送された場合にも BGB447条 1 項の適用を































































　売買における対価危険の移転時期の原則を引渡時とする BGB446条 1 項
の正当化根拠は、引渡しによって目的物の事実上の支配が売主から買主に
移転することに求められている。わが国の改正民法567条後段の正当化根
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